
広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
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地元企業への理解を深める
令和９年３月新規高等学校卒業予定者を対象とする求人説明会� ７月2日

生徒に説明を行う
事業者

　市は、久慈公共職業安定所などと共催で、来年の春に
高校を卒業する生徒を対象とした求人説明会を開催しま
した。久慈管内の49事業所が参加し、自社の事業内容や
働きがいを説明。参加した北村爽良さんは「様々な職種
の話を聞き今後の進路に役立てたいです」と語りました。

社会を明るくする運動内閣総理大臣メッセージ伝達式�７月１日
一日保護司がメッセージを伝達

市長に内閣総理大
臣メッセージを伝
達する一日保護司
の4人

　一日保護司に任命された宇部中学校の生徒4人が久慈
地区保護司会の保護司らと市役所を訪れ、市長に内閣総
理大臣メッセージを伝達。生徒らは、さまざまな背景を
持つ人がお互いを理解しながら、犯罪や非行のない地域
社会を築くことの大切さを訴えました。

地域防災を担う消防団の技
第４4回岩手県消防協会久慈地区支部消防操法競技会� ７月5日

 各市町村の消防操法競技会を勝ち抜いた分団が出場す
る久慈地区支部消防操法競技会が洋野消防署で開催され
ました。市からはポンプ車の部に第２分団と第12分団、
小型ポンプの部に第６分団と第14分団が出場。各分団と
も、日頃の訓練の成果を存分に発揮しました。

競技を行う第12分
団

健康のまちづくりの担い手を育成
食生活改善推進員・健康サポーター養成講座� ７月14日

講座を受講する参
加者たち

　食生活改善推進員・健康サポーター養成講座が元気の
泉で開催されました。17人が参加し、市の健康課題と健
康のまちづくりなどについて学びました。参加した藤原
月子さんは「健康サポーターとして町内の活動を活発に
できればと思っています」と話しました。

朝市に多くの来客で賑わう
第１回小久慈朝市� ７月12日

 小久慈朝市が旧長内中学校玄関前で開催され、約250
人が来場しました。小久慈プレイヤーズの元気な開会宣
言で朝市がスタート。新鮮な野菜や串餅、田楽、じゅう
ね油など16店で買い物を楽しみ、自家焙煎コーヒーを手
に交流するなど多くの来客で賑わいました。（大久保）

開店と同時にお目
当ての買い物をす
る来場者

　福祉の村でふれあい福祉まつりが開催されました。会
場では、模擬店やバザーで買い物を楽しむ人や健康相談
コーナーを利用する人など多くの来場者でにぎわいまし
た。社会福祉協議会の日當光男会長は「様々なふれあい
を楽しみながら交流を深めてほしいです」と語りました。

餅まきに参加する
来場者たち

つなげよう 笑顔 元気 きずな
ふれあい福祉まつり� ７月11日

夏休みに高校生と学習
学びのサポート学習塾� ７月27～29日

高校生から勉強を
教わる児童

　学びのサポート学習塾が開催され市内の小学校4年生
から中学校3年生まで36人の児童生徒が参加しました。
先生となり３日間指導した久慈高校２年の荒木美

み と
澄さん

は「解くのは簡単でも、小学生に分かりやすいように言
語化して伝えるのが難しかったです」と話しました。

ムラタセイサク君
が、バック走行や
停止した姿勢を維
持する「不倒停止」
を披露

ムラタセイサク君が図書館にやってくる� ７月4日

　情報交流センターYOMUNOSU で、科学技術にふれるイ
ベントが開催され、岩手村田製作所久慈工場の職員が自
転車型ロボット「ムラタセイサク君」のデモや電子オル
ゴール工作教室を実施。停止姿勢で倒れないロボットの
パフォーマンスに、子どもたちも興味津々な様子でした。

図書館で科学技術を体験

１・２／来賓や
保護者が見守る
中、ステージで
神楽を舞う生徒
３／夏井神楽ク
ラブの生徒と夏
井大梵天神楽保
存会の皆さん

「夏井神楽クラブ」活動開始式� ７月４日
地域クラブで伝統をつなぐ

２３
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　夏井中学校で平成30年から行われてきた県指定
無形民俗文化財「夏井大梵天神楽」の継承活動。４
月の学校統合をきっかけに、学校の枠組みを越えて
神楽を学び次世代に継承する場として、市認定地域
クラブ「夏井神楽クラブ（田中貴章代表）」が発足し、
夏井市民センターで活動開始式が行われました。
　式では、関係者が見守る中、クラブ員の生徒らが
「御

みかぐらまい
神楽舞」を披露。生徒リーダーの高橋日依さん

（久慈中３年）は「先輩たちが大切に引き継いでき
た伝統がなくなるのは寂しかったので、クラブとし
て神楽の活動を続けることが出来てうれしく思いま
す。発表の場を通じて、神楽をもっと知って貰える
ように活動していきたいです」と話しました。

初心者も参加し太鼓演奏練習
第2回太鼓演奏練習会（全4回）� ７月30日

町内在住の伊藤知
子さん（中央）指導
のもと太鼓の練習
に励む参加者たち

　8月23日の夏井町民盆踊り大会に向けて、夏井市民セ
ンターで太鼓演奏の練習会を開催。夏井独自の「十

じゅうにあし

二足」
を含めた4種の太鼓演奏を練習し、新人を含む14人の参
加者は一生懸命撥

ばち

さばきに励みました。大会本番は、太
鼓連の先頭列に並び、練習の成果を披露します。（梅沢）

ふるさと納税をテーマに研究発表
令和８年度第56回岩手県高等学校商業研究発表大会� ７月18日

　県内の高校生による商業研究発表大会が開催され、8
校が参加。久慈翔北高校は、ふるさと納税を研究テーマ
に設定し、成果を発表しました。同校３年の二又來

ゆき ね

音さ
んは「締め切りまで資料作成を頑張りました。入賞でき
ず悔しいですが、やりきりました」と話しました。

十文字チキンアン
バーホールで研究
の成果を発表する
久慈翔北高校の生
徒たち
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